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PRESS RELEASE 

岡山大学記者クラブ 御中 

令和 4年 7月 29日 

岡 山 大 学 

今，大きく変わる「生殖医療」 

不妊症・不育症への保険適用，そして LGBTQ当事者の生殖医療 

第 8回せとうち ART研究会が岡山で開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 4 月から始まった生殖医療への保険適用を受けて、不妊症カップルもそれを支える医療

現場も大きく変化しています。9 月 3 日（土）に開催される第 8 回せとうち ART 研究会では、「生

殖医療への保険適用元年」で不妊症カップルや現場のスタッフの混乱が残る中、半年間で見られ

た変化を提示するほか、厚労省の見解を説明いただき、質問にお答えいただきます。  

2020 年 12 月に生殖医療民法特例法が成立し、現在、注目されている「提供精子や提供卵子によ

る生殖医療」ですが、ドナー不足から、希望者の海外渡航やインターネットや SNS 上での精子の

取引などの社会問題が発生しています。また、その対象として LGBTQ 当事者が含まれるかどうか

は、喫緊の課題となっています。シンポジウムでは、「LGBTQ 当事者と生殖医療：生殖医療:生殖

医療民法特例法成立を受けて」と題して、子どもを持つ LGBTQ 当事者等の団体、世界最大級の精

子バンク「クリオス・インターナショナル」の日本の責任者、法学者など、多様な立場の方々から

ご意見をいただき議論します。 

2020 年以降、政府により大きく舵が切られた不妊治療ですが、「不育症」にも日が当たることと

なり、政府は「不育症カップル」「流死産カップル」への経済的支援や精神的支援を広げようとし

ています。生殖医療とは切っても切れない「不育症」について、保険適用となった絨毛の染色体検

査、受精卵の染色体検査（PGT-A）も踏まえ、「不育症管理に関する提言 2021」を解説いただき、

今後の改訂に向けてのお話を聞きたいと思います。  

さらには、遺伝子組換え FSH 製剤や遺伝性乳癌卵巣癌症候群（HBOC）など、生殖医療に関わ

る種々の情報提供が行われます。 

新型コロナ感染拡大にも配慮し、2022 年 9 月 3 日（土）には現地（岡山コンベンションセンタ

ー）で開催しますが、 9 月 11 日（日）にはオンライン配信（9 月 3 日の講演・シンポジウム録画

分）を行います。両日とも、日本専門医機構の共通講習、領域講習として認められます。ぜひ、ご

参加ください。 

 

 

◆発表のポイント 

・第 8 回せとうち ART 研究会を、岡山大学大学院保健学研究科、岡山大学病院リプロダクション

センターが主催します。 

・今年 4 月に始まり、混乱も見られる「不妊治療への保険適用」についての疑問に、厚生労働省の

担当者が答えます。 

・今年、改正が見込まれる生殖医療民法特例法。「提供精子や卵子を用いる生殖医療の対象に

LGBTQ 当事者は含まれるのか？」その議論が始まります。 

・流産や死産を繰り返す「不育症」の新たな医療的・社会的課題を解説します。 
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＜開催概要＞ 

1. 名   称 第 8 回せとうち ART 研究会 

2. 開 催 場 所 岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）/ オンライン配信 

3. 日   時 現地開催：2022 年 9 月 3 日（土曜日）10:30～17:00 

オンライン配信：2022 年 9 月 11 日（日曜日）10:30～15：00 

4. 対 象 者 生殖医療に関わる医師、医療スタッフ、研修医、学生など 

5. 申 込 方 法  新型コロナ感染対策上、参加人数を確認するため事前登録をお願いしています。 

第 8 回せとうち ART 研究会ホームページ「参加費と申し込み方法」 

の申し込みフォームから、必要事項を入力してください。 

申し込み後、自動返信により振込先をメールでご連絡いたします。 

現地でのご参加場合、抄録集は当日配布いたします。 

オンライン参加の場合、お振込みを確認後、抄録集を郵送いたします。 

※学生は申込時に学生証の添付が必要です（詳細はホームページ参照） 

6. 参 加 費 医師：5,000 円、コメディカル等：3,000 円、学部学生：無料 

7．講演、シンポジウムは、現地開催、オンライン配信とも、日本専門医機構の共通講習、産婦人科

領域講習の対象となっています。 

 

＜補足＞ 

詳細は、第 8回せとうち ART研究会のホームページをご確認ください。 

URL: https://ssart8.com/ 

 

 

◆研究者からのひとこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山大学学術研究院保健学域 

岡山大学病院リプロダクションセンター 

教授 中塚 幹也 

2018 年に開設された岡山大学病院リプロダクションセン

ターでは、不妊症、不育症、乳がんや白血病等のがん患者の

妊孕性温存治療を行うとともに、この治療を広く知っていた

だくための活動をしています。 

 また、1998 年に開設された岡山大学ジェンダークリニッ

クは、日本最大の性同一性障害/性別不合の診療拠点であり、

性同一性障害/性別不合当事者の家族形成についても支援を

しています。 

https://ssart8.com/
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＜お問い合わせ＞ 

岡山大学 学術研究院保健学域 

教授 中塚 幹也 

（電話番号・FAX）086-235-6538  

（メール） mikiya@cc.okayama-u.ac.jp 

 

第8回せとうちART研究会事務局 

（医療法人社団 岡山二人クリニック内） 

大月 順子 定本 幸子 福嶋 安希 

〒701-1152 岡山県岡山市北区津高 285-1 

（電話番号） 086-256-7717 （FAX） 086-256-7667 

（メール） setouchi.okayama@ssart4.com 

URL: https://ssart8.com/ 

 

岡山大学大学院保健学研究科 

「妊娠中からの母子支援」即戦力育成プログラム事務局  

（電話番号・FAX）086-235-6538 

（メール） josan@cc.okayama-u.ac.jp 

mailto:mikiya@cc.okayama-u.ac.jp
https://ssart8.com/

